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５
月
初
旬
、
十
勝
管
内
大
樹
町
の
海
岸
、
旭
浜
を
訪
れ

た
。
集
落
の
庭
に
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲
い
て
い
た
が
寒

い
日
で
、
太
平
洋
か
ら
吹
き
付
け
る
風
は
強
く
、
手
袋
な

し
で
は
凍
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

旭
浜
漁
港
の
そ
ば
か
ら
未
舗
装
の
道
路
を
５
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
行
く
と
海
に
出
る
道
が
あ
る
。
そ
こ
を
右
折
す

る
と
す
ぐ
赤
い
鳥
居
と
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
波
打
ち
際
ま

で
は
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
。
車
を
降
り
て
玉
砂
利
の
混
じ

る
砂
浜
を
眺
め
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
立
方
体
に
固
め

た
構
造
物
が
す
ぐ
先
に
あ
っ
た
。
ト
ー
チ
カ
で
あ
る
。

　

ト
ー
チ
カ
と
は
ロ
シ
ア
語
で
点
の
こ
と
、
点
の
よ
う
に

配
置
し
た
武
装
陣
地
だ
。
海
岸
段
丘
の
草
む
ら
に
隠
れ
る

よ
う
に
造
ら
れ
た
が
、
荒
波
に
よ
る
侵
食
作
用
で
土
砂
が

流
れ
、
地
震
に
よ
る
地
滑
り
も
あ
っ
て
向
き
や
傾
き
も
変

わ
り
砂
浜
に
露
出
し
た
の
だ
。
波
打
ち
際
に
埋
ま
っ
た
も

の
や
、
護
岸
工
事
や
開
発
な
ど
で
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
っ

て
、
現
在
、
同
町
で
確
認
し
て
い
る
の
は
15
基
だ
と
い
う
。

十
勝
に
は
広
尾
、
豊
頃
、
浦
幌
の
海
岸
に
も
あ
る
。

　

旭
浜
漁
港
か
ら
歴れ

き
ふ
ね
か
わ

舟
川
河
口
ま
で
の
約
２
キ
ロ
の
間
に

８
基
あ
り
、「
旭
浜
ト
ー
チ
カ
群
」
と
呼
ば
れ
る
。
ト
ー

チ
カ
の
間
隔
は
、
短
い
と
こ
ろ
で
70
メ
ー
ト
ル
、
長
い
と

こ
ろ
で
４
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
入
口
は
砂
に
埋
ま
り
、

銃
眼
の
小
窓
が
不
気
味
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
が
50

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
、
内
部
は
２
、
３
人
で
機
銃
を

構
え
る
の
が
や
っ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
４
（
昭
和

19
）
年
５
月
か
ら
、ア
メ
リ
カ
軍
の
本
土
上
陸
に
備
え
て
、

大
本
営
の
命
令
で
陸
軍
第
七
師
団
が
「
沿
岸
築
城
整
備
要

領
」
に
基
づ
き
設
置
し
た
。
同
年
12
月
ま
で
に
約
40
基
を

造
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
樹
は
、
海
岸
付
近
ま
で
深
い
海

が
続
い
て
い
る
の
で
、
大
型
艦
船
を
保
有
す
る
ア
メ
リ
カ

軍
の
上
陸
有
力
地
点
と
想
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

ト
ー
チ
カ
の
建
設
に
は
地
元
住
民
も
動
員
さ
れ
た
。
当

初
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
る
予
定
だ
っ
た
が
、
資
材

不
足
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
木
枠
だ
け
の
施
工
に
な
り
、
丸

太
を
組
み
合
わ
せ
た
木
製
の
ト
ー
チ
カ
も
あ
っ
た
と
い

う
。
海
岸
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内
陸
部
の
地
中
か

ら
、
比
較
的
大
き
な
も
の
が
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に

発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ー
チ
カ
は
、
一
度
も
使
わ
ず
に
済
ん
だ
の

だ
が
、
こ
の
地
域
も
戦
火
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
終
戦
１

カ
月
前
の
１
９
４
５
年
７
月
14
日
と
15
日
、
北
海
道
は
航

空
母
艦
13
隻
か
ら
飛
び
立
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
機
、
延
べ
３

０
０
０
機
の
空
襲
を
受
け
、
函
館
、
室
蘭
、
釧
路
、
根
室

を
中
心
に
、
死
者
２
０
０
０
人
を
超
え
る
被
害
を
出
し
て

い
る
。

　
「
北
海
道
空
襲
」（
菊
地
慶
一
著
、
北
海
道
新
聞
社
刊
）

に
よ
る
と
、
大
樹
に
は
15
日
、
戦
闘
機
グ
ラ
マ
ン
が
４
機

飛
来
し
、
機
銃
掃
射
で
民
間
人
２
人
が
死
亡
し
た
。
隣
の

広
尾
は
前
日
の
14
日
、
松
の
木
に
登
り
敵
機
に
手
を
振
っ

入口の反対側に銃眼があった。制海権も制空権も失っ
た日本は、なすすべもなく空爆を許している。迎え撃
つこともできなかったトーチカは、そんなむなしさを
語りかけているようにも思えた

青 木 和 弘

十勝管内大樹町

旭浜トーチカ群
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て
し
ま
っ
た
国
民
学
校
の
３
年
生
高
野
雅
郎
さ
ん
９
歳
が

撃
た
れ
て
即
死
し
た
。
た
ぶ
ん
、
飛
行
機
が
大
好
き
で
、

目
を
輝
か
せ
、
身
を
乗
り
だ
す
よ
う
に
手
を
振
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ど
さ
り
と
地
面
に
落
ち
る
姿
ま
で
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
だ
。
胸
か
ら
入
っ
た
銃
弾
は
内
蔵
を
え
ぐ
っ
て
背
骨
を

砕
き
、
貫
通
し
て
側
に
い
た
子
ど
も
の
太
も
も
の
肉
ま
で

は
ぎ
取
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
高
野
少
年
が
本
州
か
ら
疎

開
し
て
き
て
１
週
間
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
空
襲
で
、

十
勝
管
内
で
は
60
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

　

ト
ー
チ
カ
や
要
塞
な
ど
の
戦
争
遺
構
を
保
存
し
、
証
言

を
記
録
し
て
語
り
継
ぐ
活
動
が
あ
る
が
、
自
国
の
歴
史
を

正
し
く
見
つ
め
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
強
く
感

じ
た
旅
に
な
っ
た
。　

旭浜漁港側から３番目のトーチカ。正面に見える入口が半分以上砂に埋もれている。入口は海と反対側にあったものが、
長い年月で地面が浸食され、横向きに変わってしまったのだろうか

銃眼の奥の闇が不気味だ。ここから機銃を突きだして
発砲する。敵の弾よけのため段々が付けられている


